福井県衛生環境研究センター研究員活動報告　概要
	発表演題名
	福井県衛生環境研究センターにおける病原大腸菌の検査方法

 および血清型による大腸菌の特性について

	学会名
	福井県臨床検査技師会微生物検査研修会

	発表者名
	石畝　史　（保健衛生部）

	開催場所
	福井県済生会病院

	開催日時
	平成１９年７月１４日（土）

	発表内容
	病原大腸菌の分類、検査法、食中毒事例、病原遺伝子保有状況、フルオロキノロン（ＦＱ）系薬剤耐性菌の検出状況および腸管出血性大腸菌の検出状況などについて発表した。

1997年以降、病原大腸菌による食中毒は８件発生しており、血清型 O25：HNM、O166：H15などの原因菌のほとんどが、astA、STなどの病原遺伝子を保有していた。県内の医療機関から分与された散発下痢症患者由来大腸菌約2,400株を調べた結果、O25：HNMの他にO111：H21、O126：H27など８種類の血清型ではaggR、astAなどの病原遺伝子を高率に保有し、血清型と保有病原遺伝子の特異的な関係が見られた。また、近年、O153：H34、O25：H4およびO1：H6などの数種類の血清型では、高率にＦＱ系薬剤に耐性を示している。

腸管出血性大腸菌は県内では1996年以降、約340名から検出され、そのうち約29％は家族等の濃厚接触者の糞便検査で検出されているが、患者由来株と家族由来株を遺伝子学的に比較すると異なる場合が平成 18年度は４事例あった。いずれも家族で焼肉を喫食しており、食肉が複数の型のO157に汚染されていたと推定された。したがって、患者も複数の型の菌に感染している可能性もあり、菌株の分与の際には１株だけでなく、３～５株分与していただきたい。


